
「日本の食」魅力再発見

セミナー会場（全国４ヵ所で開催）

ＴＫＰ札幌ビジネスセンター
赤レンガ前（はまなす）

※ＪＲ札幌駅　徒歩５分

【札幌会場】　月９日（水）
ＴＫＰ東京駅前カンファレンス
センター（ホール９Ａ）

※ＪＲ東京駅　徒歩１分

【東京会場】　月日（火）

ＣＩＶＩコンベンション北梅田．
Ｔ．Ｃ（）

※ＪＲ大阪駅　徒歩５分

【大阪会場】　月日（火）
ＴＫＰガーデンシティ博多
アネックス

※ＪＲ博多駅　徒歩５分

【福岡会場】　月日（木）

　田崎　真也氏
［講演者］

　
山
口
県
萩
市

萩
の
地
魚
　

年

種
の
魚
を
水
揚
げ

雑
魚
生
か
す
活
動
開
始

取
組
進
み
魚
価
急
上
昇

新
た
な
魅
力
生
み
出
す

薪
能
、謝
肉
祭
が
盛
況

下
呂
温
泉
　

芸
術
、食
に
も
魅
力

都
内
で
観
光
情
報
説
明
会

栃
木
県
　

知
事
自
ら
ア
ピ
ー
ル

ＪＣＨＡ調査
８月客室利用

四国が２桁増

中小旅館・ホテルのインバウンド対策 ③

シ
ベ
リ
ア
抑
留
資
料
　

記
憶
遺
産
登
録

舞
鶴
市
が
観
光
キ
ャ
ン
ペ

北
陸
の
魅
力
を
紹
介

Ｊ
Ｒ
西
　

Ｄ
Ｃ
開
催
で
メ
デ
ィ
ア
に

赤レンガ倉庫に
観光施設が開業

敦賀市

埼
玉
区
間
が
開
通

東
北
道
と
接
続
へ

圏
央
道
、
日

「
約
束
果
た
せ
た
」

市
長
が
会
見

第
一
部
・
基
調
講
演

「
旅
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
食

の
重
要
性
に
つ
い
て
」

田
崎
真
也
氏
（
国
際
ソ
ム
リ
エ
協

会
会
長
）

第
二
部
・
地
域
食
材
に
つ
い
て

「
地
域
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

作
り
に
つ
い
て
」

一
般
社
団
法
人
日
本
野
菜
ソ
ム
リ

エ
協
会

第
三
部
・
事
例
紹
介
と
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

〈
事
例
紹
介
〉「
食
を
活
用
し
た
観

光
振
興
の
取
組
に
つ
い
て
」
（
取

組
地
域
／
２
地
域
よ
り
）

〈
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉

「
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
観
光
地
域

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」

第
四
部
・
名
刺
交
換
会

　
各
日
午
後
１
時
～
同
４
時
半
。

参
加
無
料
。
申
し
込
み
は
、
日
本

の
食
で
お
も
て
な
し
デ
ス
ク
（
Ｊ

Ｔ
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
霞

が
関
第
一
事
業
部
内
）
☎
０
３

（
６
７
３
７
）
９
２
７
３
、
ま
た

はomotenashi@bwt.jtb.jp
萩の地魚を使った
加工品の一部

　
山
口
県
萩
市
は「
歴
史
の
ま
ち
」

と
し
て
有
名
だ
が
、
「
地
魚
の
宝

庫
」
と
い
う
別
の
顔
も
持
つ
。

　
市
内
に
は

の
漁
港
が
あ
り
、

年
間
２
５
０
種
ほ
ど
の
魚
が
水
揚

げ
さ
れ
る
。
そ
の
中
に
は
、
ア
マ

ダ
イ
や
瀬
つ
き
ア
ジ
な
ど
の
ブ
ラ

ン
ド
魚
だ
け
で
は
な
く
、
漁
獲
量

が
少
な
か
っ
た
り
魚
価
が
低
迷
し

た
り
な
ど
の
理
由
で
市
場
に
流
通

し
な
い
「
雑
魚
」
も
多
か
っ
た
。

　
水
産
物
の
消
費
拡
大
を
図
る
た

め
、
水
産
関
係
者
ら
は
１
９
９
９

年
、
「
ふ
る
さ
と
萩
食
品
協
同
組

合
」
を
設
立
。
組
合
が
運
営
す
る

道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
が
２

０
０
１
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
同

時
に
漁
業
者
の
収
入
増
加
を
図
る

た
め
、市
と
漁
協
な
ど
が
連
携
し
、

「
萩
の
地
魚
、
も
っ
た
い
な
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
５
カ
年
計
画

で
、
関
係
者
ら
は
首
都
圏
の
飲
食

店
や
ス
ー
パ
ー
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、

メ
ニ
ュ
ー
や
加
工
品
の
開
発
な
ど

を
行
っ
て
い
っ
た
。

　
農
林
水
産
省
が
推
進
す
る
「
日
本
の
食
で
お
も
て
な
し
」
事
業
で
は
、
先
進
的
な
取

組
を
行
っ
て
い
る
地
域
を
全
国
で
６
カ
所
紹
介
し
て
い
る
。
本
紙
で
は
、
６
地
域
の
地

域
食
材
の
魅
力
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
「
食
」
を
活
用
し
た
観
光
振
興
の
取
組
に
注

目
す
る
。
今
週
号
は
山
口
県
萩
市
の
「
萩
の
地
魚
」
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
対
象


種
の
魚
を
選
定
。
こ
の
う
ち
、
ま

ず
は
地
元
で
「
金
太
郎
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
白
身
魚
の
「
ヒ
メ
ジ
」

に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
る
。
フ
ラ
ン

ス
料
理
の
食
材
「
ル
ー
ジ
ュ
」
の

近
縁
種
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
高

級
フ
レ
ン
チ
で
使
わ
れ
始
め
た
。

　
そ
の
後
、
西
欧
風
や
郷
土
食
を

ヒ
ン
ト
に
メ
ニ
ュ
ー
や
加
工
品
の

開
発
に
つ
な
が
っ
た
。
熊
谷
喜
八

氏
や
奥
田
政
行
氏
と
い
っ
た
著
名

な
シ
ェ
フ
が
参
画
、
加
工
品
が
ロ

ー
マ
法
王
に
献
上
さ
れ
、
観
光
庁

「
世
界
に
通
用
す
る
究
極
の
お
土

産
」
に
選
定
さ
れ
る
な
ど
、
取
組

は
さ
ら
に
進
ん
で
い
る
。
魚
価
も

そ
れ
ま
で
の
１
・
５
～
２
倍
に
跳

ね
上
が
っ
た
。
生
産
者
の
や
る
気

に
も
好
影
響
を
与
え
て
い
る
。
市

内
の
飲
食
店
で
は
今
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
放
映
に

あ
わ
せ
、
主
人
公
の
名
前
を
付
け

た
「
ふ
み
御
膳
」
「
ふ
み
弁
当
」

を
開
発
。
地
元
産
魚
介
類
を
ふ
ん

だ
ん
に
盛
り
込
み
、
観
光
客
ら
の

人
気
を
集
め
て
い
る
。
当
初
は
ド

ラ
マ
終
了
に
併
せ
て

月
末
で
販

売
終
了
の
予
定
だ
っ
た
が
、
延
長

の
可
能
性
も
出
て
き
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
は
高
く
評
価
さ

れ
、
２
０
１
０
年
に
萩
し
ー
ま
ー

と
は「
地
産
地
消
優
良
活
動
表
彰
」

の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
獲
得
し

た
。
さ
ら
に
昨
年
度
は
、
ふ
る
さ

と
萩
食
品
協
同
組
合
が
、
農
林
水

産
省
が
制
定
し
た
「
デ
ィ
ス
カ
バ

ー
農
山
漁
村
（
む
ら
）
の
宝
」
に

選
ば
れ
た
。

　
萩
市
観
光
課
係
長
（
前
萩
市
観

光
協
会
次
長
）
の
椙
本
学
さ
ん
は

「
こ
れ
ま
で
は
歴
史
観
光
の
比
重

が
高
く
、
観
光
客
か
ら
『
萩
の
お

い
し
い
も
の
は
？
』
と
問
わ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
今
後
は
歴
史

と
と
も
に
『
萩
の
魚
』
も
前
面
に

出
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　
萩
し
ー
ま
ー
と
で
は
、
新
鮮
な

地
魚
が
並
び
、
そ
れ
ら
を
活
用
し

た
料
理
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン

３
軒
を
併
設
し
て
い
る
。
市
内
に

は
、
地
元
魚
介
類
を
前
面
に
出
し

た
飲
食
店
や
旅
館
・
ホ
テ
ル

軒

以
上
が
味
を
競
う
。

　
「
歴
史
」
を
目
当
て
に
訪
れ
る

観
光
客
に
対
し
、
「
食
」
の
分
野

か
ら
も
魅
力
を
訴
求
で
き
る
よ

う
、
萩
の
取
組
は
今
後
も
続
く
。

㊤萩の地魚　　　　　　　　　　
㊦新鮮な魚がそろう萩しーまーと

地　域 ％ 増減 地　域 ％ 増減

北海道 ． －． 北　陸 ． －．

東　北 ． ． 近　畿 ． ．

関　東 ． ． 中　国 ． －．

甲信越 ． ． 四　国 ． ．

東　海 ． ． 九　州 ． －．

８月　地域別客室利用率

出所　全日本シティホテル連盟

〈〉

青木　康弘

　
前
回
に
引
き
続
き
、
中
小
旅

館
・
ホ
テ
ル
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
策
に
取
り
組
む
コ
ツ
に
つ
い

て
紹
介
し
よ
う
。
外
国
人
の
来

訪
が
今
ま
で
少
な
か
っ
た
観
光

地
に
あ
る
館
は
、
受
け
入
れ
に

消
極
的
だ
っ
た
り
、
受
け
入
れ

て
売
り
上
げ
に
つ
な
げ
た
い
が

集
客
方
法
が
分
か
ら
な
か
っ
た

り
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
も

し
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
み
た

い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
参
考

に
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

あ
る
。

　
■
ラ
イ
バ
ル
館
か
ら
学
ぶ

　
ど
の
よ
う
な
旅
館
・
ホ
テ
ル

に
す
れ
ば
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
か
ら

高
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
指
針
と
し
て
有
効
な
の
が

ラ
イ
バ
ル
館
の
研
究
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
予
約
サ
イ
ト
の
ブ
ッ
キ

ン
グ
・
ド
ッ
ト
コ
ム
を
活
用
す

れ
ば
有
益
な
競
合
情
報
を
簡
単

に
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
、
ラ
イ
バ
ル
館
の
基
本

情
報
か
ら
客
室
数
や
客
室
面

積
、
価
格
帯
、
設
備
・
サ
ー
ビ

ス
内
容
が
類
似
し
て
い
る
も
の

を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
よ
う
。
ラ

イ
バ
ル
館
は
で
き
れ
ば
近
隣
が

い
い
が
、
な
け
れ
ば
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
多
い
東
京
、
京
都
市
、

大
阪
市
、
札
幌
市
な
ど
か
ら
選

ん
で
も
い
い
。

　
自
館
が
旅
館
業
態
の
場
合
、

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
業
態
と
比
較

し
て
も
的
確
な
示
唆
は
得
ら
れ

な
い
の
で
、
可
能
な
限
り
規
模

や
業
態
が
類
似
し
た
館
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
よ
う
。

　
次
に
、
英
語
、
中
国
語
の
口

コ
ミ
件
数
の
多
い
館
を
抽
出
し

よ
う
。
ブ
ッ
キ
ン
グ
・
ド
ッ
ト

コ
ム
で
は
、
日
本
語
の
ほ
か
、

英
語
、
中
国
語
の
口
コ
ミ
も
投

稿
さ
れ
て
い
る
。
英
語
、
中
国

語
の
口
コ
ミ
が
多
い
と
い
う
こ

と
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
宿
泊

が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
同
じ
地
域
で
も
、
英
語
、
中

国
語
の
口
コ
ミ
件
数
の
バ
ラ
ン

ス
は
館
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が

あ
る
の
で
、
自
館
で
狙
い
た
い

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
英
語
圏
な
の
か

中
国
語
圏
な
の
か
明
確
に
し
て

ラ
イ
バ
ル
館
を
抽
出
す
る
と
い

い
だ
ろ
う
。
英
語
、
中
国
語
の

翻
訳
が
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
が
い

な
け
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
無
料
翻
訳
ツ
ー
ル
を
使
用
す

れ
ば
大
意
を
読
み
取
る
こ
と
は

可
能
だ
。

　
口
コ
ミ
評
価
の
項
目
は
、
清

潔
さ
、
快
適
さ
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、施
設
・
設
備
、ス
タ
ッ
フ
、

お
得
感
、Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ（
無
料
）、

総
合
得
点
か
ら
な
る
。
ラ
イ
バ

ル
館
の
評
価
を
一
覧
表
に
す
れ

ば
、
ど
の
よ
う
な
項
目
が
総
合

得
点
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る

の
か
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
分
析
手
法

に
つ
い
て
参
考
事
例
を
希
望
さ

れ
る
方
に
は
、
小
職
か
ら
エ
ク

セ
ル
形
式
で
無
料
提
供
す
る
こ

と
も
可
能
だ
。aokiy@y-bc.co.j

p

ま
で
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て

ほ
し
い
。

　
（
山
田
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
事
業
企
画
部
部
長
）

（１０）第２８１８号 第３種郵便物認可 ２０１５年（平成２７年）１０月２４日（土曜日）

薪
能
の
舞
台
。
演
目
は
「
船
弁
慶
」

平日でも多くの観光客
が訪れている金沢のひ
がし茶屋街

　
下
呂
温
泉
旅
館
協
同
組
合

（
滝
多
賀
男
理
事
長
）
は
、

「
第
３
回
下
呂
市
景
勝
巡
り

飛
騨
川
薪
能
」
を

日
に
、

「
下
呂
温
泉
謝
肉
祭
～
飛
騨

牛
豪
快
焼
き
＆
秋
の
味
覚
満

喫
フ
ェ
ア
～
」
を

日
に
、

温
泉
地
中
心
部
を
流
れ
る
飛

騨
川
の
河
川
敷
で
開
い
た
。

　
河
川
公
園
の
混
浴
露
天
風

呂
「
噴
泉
池
」
の
そ
ば
に
特

設
ス
テ
ー
ジ
を
設
置
。
か
が

り
火
に
照
ら
さ
れ
た
夕
暮
れ

の
舞
台
で
、
シ
テ
方
観
世
流

能
楽
師
の
梅
若
紀
彰
氏
、
狂

言
方
大
蔵
流
の
山
本
泰
太
郎

氏
ら
が
、
能
の
人
気
演
目

「
船
弁
慶
」
、
狂
言
「
伯
母

ケ
酒
」
な
ど
を
演
じ
た
。
観

光
客
、
地
元
住
民
な
ど
約
４

５
０
人
が
能
楽
界
の
名
家
に

よ
る
薪
能
を
鑑
賞
し
た
。

　
一
昨
年
か
ら
下
呂
市
馬
瀬

地
区
で
催
さ
れ
て
い
た
薪
能

の
会
場
を
、
今
年
で

回
目

を
数
え
る
下
呂
温
泉
謝
肉
祭

の
会
場
に
統
合
し
、「
温
泉
、

芸
術
、
食
の
魅
力
を
存
分
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン

ト
」（
滝
理
事
長
）に
し
た
。

　

日
の
日
中
に
開
か
れ
た

謝
肉
祭
で
は
、
最
上
級
肉
質

５
等
級
の
飛
騨
牛
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
、
飛
騨
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
ご
飯
、
き
の
こ
汁
を
セ

ッ
ト
に
し
た
「
飛
騨
牛
豪
快

焼
き
」
を
３
千
食
準
備
。
１

食
３
０
０
円
で
来
場
者
に
ふ

る
ま
っ
た
。
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
御
前
太
鼓
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
、
名
古
屋
の
中
高

生
で
構
成
す
る
ビ
ッ
グ
バ
ン

ド
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

　
会
場
に
は
、
地
ビ
ー
ル
、

五
平
餅
な
ど
を
販
売
す
る
各

種
屋
台
も
出
店
。
足
湯
コ
ー

ナ
ー
や
ポ
ニ
ー
馬
車
、
移
動

動
物
園
も
登
場
し
、
子
連
れ

や
カ
ッ
プ
ル
の
観
光
客
な
ど

約
５
千
人
が
来
場
し
た
。

　
謝
肉
祭
の
最
後
は
、
下
呂

温
泉
の
女
将
会
、
芸
妓
連
、

地
元
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
、
来
場

者
が
輪
に
な
り
、
下
呂
音
頭

を
踊
っ
た
。

　
「
本
物
出
会
い
　
栃
木
」

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協

議
会
（
会
長
・
荒
川
正
利
県

産
業
労
働
観
光
部
長
）
は


日
、
東
京
・
飯
田
橋
の
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ

ン
ト
で
、
旅
行
会
社
な
ど
を

対
象
に「
観
光
情
報
説
明
会
」

を
開
催
、
福
田
富
一
知
事
も

駆
け
付
け
、
県
の
観
光
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
来
年
４
月
か
ら
６
月
に
か

け
て
、
県
全
域
が
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
「
重
点
販
売
地
域
」
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

期
間
中
の
観
光
素
材
を
旅
行

会
社
に
提
供
、
商
品
造
成
・

販
売
に
役
立
て
て
も
ら
う
。

　
冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
福
田

知
事
＝
写
真
＝
は
「
重
点
販

売
地
域
の
指
定
は
３
年
連
続

で
あ
り
、
県
を
売
り
込
む
好

機
と
し
た
い
。
特
に
日
光
地

区
に
つ
い
て
は
、
来
年
は
家

康
公
鎮
座
４
０
０
年
、
日
光

山
開
山
１
２
５
０
年
の
節
目

で
あ
り
、
記
念
行
事
も
予
定

さ
れ
て
い
る
。
造
成
の
参
考

に
し
て
い
た
だ
き
、
栃
木
フ

ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
強
調
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
高
橋
敦
司
・
鉄
道
事
業
本

部
営
業
部
担
当
部
長
、
関
口

幸
一
・
東
武
鉄
道
鉄
道
事
業

本
部
副
本
部
長
が
あ
い
さ

つ
。
高
橋
部
長
は
「
重
点
販

売
地
域
の
指
定
で
３
年
連
続

は
滅
多
に
な
い
」
と
述
べ
、

県
の
観
光
振
興
の
熱
意
を
評

価
し
た
。
ま
た
、
関
口
副
本

部
長
は
新
型
特
急
５
０
０
系

の
導
入
や
Ｓ
Ｌ
復
活
な
ど
、

観
光
誘
客
へ
の
取
り
組
み
な

ど
を
紹
介
し
た
。

　
こ
の
後
、
県
や
各
エ
リ
ア

の
担
当
者
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の

魅
力
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
し
た
。
県
観
光
交
流
課
は

花
の
名
所
や
旬
の
味
覚
、
テ

ー
マ
型
観
光
な
ど
に
つ
い
て

説
明
。
那
須
エ
リ
ア
（
大
田

原
、
矢
板
、
那
須
塩
原
、
塩

谷
、
那
須
の
５
市
町
）
は
温

泉
や
観
光
周
遊
手
形
な
ど
を

紹
介
し
、
造
成
、
送
客
を
呼

び
か
け
た
。

　

訂
正
　

月

日
付


面
の
記
事
中
、
「
地
域
伝
統

芸
能
セ
ン
タ
ー
」
と
あ
る
の

は
「
地
域
伝
統
芸
能
活
用
セ

ン
タ
ー
」
の
誤
り
で
す
。
訂

正
し
ま
す
。

　
全
日
本
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
連

盟
（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ａ
、
藤
野
公
孝

会
長
）
が
こ
の
ほ
ど
発
表
し

た
会
員
ホ
テ
ル
（
１
９
７
ホ

テ
ル
、
３
・
９
万
室
）
の
今

年
８
月
の
全
国
平
均
客
室
利

用
率
は

・
９
％
で
、
前
年

同
月
比
で
は
１
・
４
㌽
の
増

加
と
な
っ
た
。

　
地
域
別
で
の
利
用
率
の
ト

ッ
プ
は

・
１
％
の
近
畿
。

次
い
で
、
・
０
％
の
関
東
、


・
３
％
の
九
州
な
ど
だ
っ

た
。

　
前
年
同
月
比
で
利
用
率
が

上
が
っ
た
地
域
は

・
８
㌽

増
の
四
国
、
５
・
６
㌽
増
の

東
海
、
４
・
９
㌽
増
の
東
北

な
ど
。

　
一
方
、
利
用
率
が
低
か
っ

た
地
域
は
、


・
２
％
の
東

北
、

・
５
％

の
中
国
、

・

０
％
の
北
海
道

な
ど
。

　
前
年
同
月
比

で
利
用
率
が
下

が
っ
た
の
は
、

８
・
７
㌽
減
の

北
陸
、
６
・
０

㌽
減
の
北
海

道
、
２
・
８
㌽

減
の
中
国
な
ど

と
な
っ
た
。

　
圏
央
道
の
埼
玉
県
内
の
区

間
、
桶
川
北
本
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
―
白
岡
菖

蒲
Ｉ
Ｃ
間
（

・
８
㌔
）
が

今
月

日
に
開
通
す
る
。
こ

れ
に
よ
り
東
名
高
速
、
関
越

道
、
東
北
道
が
つ
な
が
り
、

都
心
経
由
の
交
通
量
の
緩
和

が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
新
た

な
観
光
需
要
の
喚
起
が
期
待

さ
れ
る
。

　
東
名
高
速
―
東
北
道
の
乗

り
継
ぎ
は
現
状
で
は
約
９
割

が
首
都
高
速
を
経
由
し
て
い

る
が
、
都
心
の
渋
滞
を
回
避

し
、
移
動
時
間
を
短
縮
す
る

た
め
、
圏
央
道
の
利
用
が
増

加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い

る
。

　
観
光
振
興
で
は
、
東
名
高

速
、
関
越
道
、
東
北
道
の
接

続
で
、
富
士
山
・
伊
豆
・
箱

根
、
埼
玉
・
群
馬
、
栃
木
・

茨
城
な
ど
の
エ
リ
ア
の
往

来
、
周
遊
性
が
向
上
。
国
土

交
通
省
に
よ
る
と
、
昨
年
６

月
に
東
名
高
速
―
関
越
道
が

接
続
し
た
こ
と
で
、
群
馬
・

埼
玉
方
面
か
ら
富
士
山
・
箱

根
エ
リ
ア
を
訪
れ
る
車
が
約

５
割
増
加
し
た
と
い
う
。

　
国
交
省
で
は
、
今
後
、
圏

央
道
の
建
設
が
進
み
、
東
関

東
道
に
接
続
す
る
と
、
「
成

田
空
港
と
、
首
都
圏
近
郊
の

世
界
遺
産
な
ど
の
訪
日
観
光

客
が
魅
力
を
感
じ
る
観
光
地

が
高
速
道
路
で
結
ば
れ
、
さ

ら
な
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

の
促
進
が
期
待
さ
れ
る
」
と

指
摘
し
て
い
る
。

　
北
陸
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
、


～

月
開
催
）
を
踏
ま
え

た
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
メ
デ
ィ
ア

向
け
現
地
取
材
会
が

、


日
、
富
山
、
石
川
、
福
井
の

３
県
で
実
施
さ
れ
た
。
北
陸

観
光
の
新
た
な
魅
力
な
ど
が

紹
介
さ
れ
た
。

　
首
都
圏
、
関
西
地
区
と
北

陸
の
往
復
に
は
、
北
陸
新
幹

線
や
特
急
を
利
用
。
北
陸
Ｄ

Ｃ
に
合
わ
せ
て
七
尾
線
で
運

行
を
開
始
し
た
観
光
列
車

「
花
嫁
の
れ
ん
」
、
氷
見
線

・
城
端
線
を
走
る
「
ベ
ル
・

モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
・
エ
・
メ
ー

ル
」
を
紹
介
し
、
発
着
駅
の

金
沢
駅
や
新
高
岡
駅
の
周
辺

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
。

　
石
川
県
の
金
沢
で
は
ひ
が

し
茶
屋
街
の
ま
ち
歩
き
が
楽

し
い
。
茶
屋
街
に
あ
る
金
箔

関
連
の
商
品
を
販
売
す
る

「
美
か
ざ
り
あ
さ
の
」
で
は

金
箔
の
加
工
体
験
が
で
き

る
。

　
富
山
県
の
新
高
岡
周
辺
で

は
、
能
作
の
鋳
物
工
場
や
瑞

龍
寺
が
人
気
だ
。

　
福
井
県
で
は
、
一
乗
谷
朝

倉
氏
遺
跡
で
武
家
屋
敷
な
ど

が
見
学
で
き
る
。
こ
の
遺
跡

は
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
ロ
ケ
地
と

し
て
知
名
度
が
上
が
り
、
観

光
客
が
増
加
し
て
い
る
。
北

陸
新
幹
線
の
延
伸
が
予
定
さ

れ
て
い
る
敦
賀
に
は
、
赤
レ

ン
ガ
倉
庫
を
改
修
し
た
観
光

施
設「
敦
賀
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
敦
賀
港
近
く
に
あ
る
国
の

登
録
有
形
文
化
財
の
赤
レ
ン

ガ
倉
庫
２
棟
が

日
、
観
光

施
設「
敦
賀
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
」

（
福
井
県
敦
賀
市
）
と
し
て

オ
ー
プ
ン
し
た
＝
写
真
。
北

棟
が
鉄
道
と
港
の
「
ジ
オ
ラ

マ
館
」
、
南
棟
が
赤
レ
ン
ガ

空
間
を
楽
し
み
な
が
ら
食
事

が
で
き
る
「
レ
ス
ト
ラ
ン

館
」
。
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

も
併
設
さ
れ
て
い
る
。

　
ジ
オ
ラ
マ
館
は
、
国
内
最

大
級
の
規
模
で
、
明
治
後
期

か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の

敦
賀
の
街
並
み
、
鉄
道
、
港

を
ジ
オ
ラ
マ
で
再
現
。
運
転

体
験
や
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）

技
術
を
採
用
し
た
演
出
も
楽

し
め
る
。

　

日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
敦

賀
市
鉄
道
応
援
隊
の
メ
ン
バ

ー
で
、
鉄
道
フ
ァ
ン
と
し
て

テ
レ
ビ
や
鉄
道
雑
誌
な
ど
で

活
躍
す
る
野
月
貴
弘
さ
ん
、

南
田
祐
介
さ
ん
、
久
野
知
美

さ
ん
、
堀
込
聖
美
さ
ん
の
４

人
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
た
。

　
敦
賀
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
の
開

館
時
間
は
、
午
前
９
時

分

～
午
後
５
時

分
（
最
終
入

館
は
午
後
５
時
）
。

　
利
用
料
金
は
一
般
４
０
０

円
（
団
体
３
２
０
円
）
、
小

学
生
以
下
２
０
０
円
（
同
１

６
０
円
）
。
休
館
日
は
水
曜

日（
祝
日
の
場
合
そ
の
翌
日
）

と
年
末
年
始
。

会
見
す
る
多
々
見
市
長

　
第
２
次
世
界
大
戦
後
の
シ

ベ
リ
ア
抑
留
者
に
よ
る
資
料

「
舞
鶴
へ
の
生
還
」
の
世
界

記
憶
遺
産
登
録
決
定
を
受

け
、
京
都
府
舞
鶴
市
は
二
つ

の
柱
を
掲
げ
た
複
合
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
始
し
た
。
登
録

が
決
ま
っ
た
こ
と
で
観
光
客

増
が
期
待
さ
れ
る
が
、
複
合

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
で
知

名
度
ア
ッ
プ
を
図
り
、
継
続

的
な
入
り
込
み
増
を
狙
う
。

　
「
来
て
ー
な
舞
鶴
２
０
１

５
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
首
都

圏
と
市
内
を
対
象
に
、

月

か
ら
来
年
３
月
ま
で
実
施
す

る
。
引
き
揚
げ
の
史
実
の
継

承
事
業
と
、
引
き
揚
げ
の
ま

ち
・
海
軍
ゆ
か
り
の
ま
ち
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
市
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
観
光

誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
二
つ

を
合
わ
せ
た
。
首
都
圏
で
史

実
の
継
承
事
業
を
実
施
す
る

の
は
初
め
て
。

　
ま
ず
、

月

～

日
、

「
引
き
揚
げ
と
海
軍
ゆ
か
り

の
ま
ち
舞
鶴
ｉ
ｎ
東
京
」
と

題
し
た
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
東

京
・
丸
の
内
の
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー

・
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
で
行
う
。
会

場
を「
海
軍
ゆ
か
り
の
ま
ち
」

「
引
き
揚
げ
の
ま
ち
」
の
２

ゾ
ー
ン
に
分
け
、
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
展
示
で
舞
鶴
の
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　
特
に
、
引
き
揚
げ
の
ま
ち

ゾ
ー
ン
で
は
舞
鶴
引
揚
記
念

館
が
所
蔵
す
る
資
料
約
１
万

２
千
点
の
中
か
ら
、
抑
留
者

の
安
否
を
伝
え
た
は
が
き
な

ど
を
展
示
す
る
「
特
別
巡
回

展
」
を
開
く
。

　
こ
の
ほ
か
、
一
般
参
加
型

の
公
開
講
座
「
海
の
京
都
　

舞
鶴
学
講
座
２
０
１
５
」

（

月

日
、
東
洋
大
で
）

の
開
催
、
都
内
飲
食
店
や
学

生
食
堂
の
協
力
を
得
て
実
施

す
る
「
お
い
し
い
舞
鶴
！
い

た
だ
き
ま
す
フ
ェ
ア
」
な
ど

を
行
う
。

　
市
内
で
は
郵
便
ポ
ス
ト
に

貼
っ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用

し
た
ま
ち
歩
き
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を

月

日
か
ら

月


日
ま
で
の
期
間
限
定
で
開
催

す
る
ほ
か
、
平
引
揚
桟
橋
と

同
記
念
館
を
結
ぶ
有
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
の
運
行
、
引
揚
体

験
者
へ
の
記
念
館
の
永
久
パ

ス
ポ
ー
ト
発
行
な
ど
を
計
画

し
て
い
る
。

　
シ
ベ
リ
ア
抑
留
資
料
は
舞

鶴
引
揚
記
念
館
が
所
蔵
す
る

５
７
０
点
に
及
ぶ
。
登
録
決

定
を
受
け
、

日
記
者
会
見

し
た
多
々
見
良
三
市
長
は
、

「
抑
留
や
引
き
揚
げ
の
体
験

者
か
ら
史
実
を
後
世
に
伝

え
、
平
和
の
尊
さ
を
発
信
し

て
ほ
し
い
と
い
う
熱
い
思
い

を
、
資
料
と
と
も
に
託
さ
れ

た
市
と
し
て
、
大
き
な
約
束

を
一
つ
果
た
せ
た
」
と
ホ
ッ

と
し
た
表
情
で
語
っ
た
。

　
そ
の
上
で
、
「
世
界
記
憶

遺
産
の
名
に
恥
じ
な
い
よ

う
、
平
和
へ
の
願
い
を
世
界

へ
、未
来
へ
と
届
け
る
べ
く
、

さ
ら
に
積
極
的
に
進
め
て
い

く
」
と
強
調
し
た
。

【
内
井
高
弘
】


